第46回（令和７年度）　
北海道麦作共励会参加推薦調書記載例
技術の特色（文章・箇条書き、上記の技術の内容で顕著な点を具体的に）
	技術上の工夫
	品質改善の努力

	１．土作りの工夫：麦稈との交換で堆肥を購入、計画的に投入。　　　　　　　　　　土壌診断に基づいて土壌改良を行う。

２．排水対策の工夫：暗渠と明渠を施工する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心土破砕により根張りを確保する。

３．輪作体系の工夫：４年輪作、田畑輪換、農地の交換耕作。

４．播種の工夫：過繁茂とならないよう適期適量播種を行う。　　　　　　　　　　播種精度を高める。

５．防除の工夫：圃場観察をこまめに行い、適期防除を行う。　　　　　　　　　　病害虫の発生を抑える栽培で防除低減を行う。　　　　　　　　「営農技術情報」等の提供による赤かび病防除の　　　　　　　　　徹底。抵抗性品種による縞萎縮病対策の実施。

６．施肥の工夫：茎数と葉色測定に基づく、生育状況と時期に応じた合理的施肥の実施。　　　　　　　　　　　　センシングデータを利用して追肥を行う。　　

７．収穫・乾燥・調製の工夫：穂水分測定による収穫時期の予測。衛星画像を利用し、生育状況と生育ムラを判定した合理的収穫の実施。

８．その他の工夫：

・市町村独自の小麦生育ステージ表を作成し、こまめに圃場観察を行い、防除、倒伏防止、施肥、収穫に役立てる。
・受光態勢を意識した播種量の設定と施肥管理の実施。
・倒伏防止のため接触刺激（麦なで）を〇回実施する。


	１．種子更新率は〇〇％、種子消毒を徹底している。

２．倒伏、雑草に対するペナルティ制度を導入、部会員の栽培意識の向上を図っている。

３．土壌診断プロジェクトチームを設置し、地域全圃場の土壌分析を行い、ｐH管理と土壌改良に努めている。

４．地区内一斉に、無人ヘリによる赤かび病防除を行う。

５．二段乾燥の実施により、良質麦生産を確保する。

６．品種毎に集約・団地化を行い、異品種混入を防止する。

７．生産者全戸に品質分析結果をフィードバックし、品質の安定化に向けて意識向上を図っている。

８．モデル地区の設置や試験圃の設置を行い、良品質麦生産に向けてデータを検討しつつ、有効な栽培法を確認する。

９．定期的に実証圃や試験圃において現地研修（青空教室）を行い、栽培法の検討、意識向上を図っている。

10．緑肥作物の導入により、圃場のクリーン化を図っている。

11．自主的にDON検査を行い、良質麦生産に活用している。

12．その他


経営の特色およびその他特記事項
	規模拡大・省力・低コストの努力
	その他経営上の特色
	その他（地域での役割と波及効果）



	１．規模拡大の努力：　　　　　　　・農地拡大を図るとともに、農地　　の利用調整を図っている。　　　・過去における農地購入で、一戸当た　　りの小麦作付け面積が〇年前の　　〇倍となっている。

２．規模拡大　   作付面積(ha)　　（うち借地を含む）　

令和○年　：　10ha　　　　　　令和○年　：　20ha　　　　　　現在　　　：  40ha　
３．地域内コントラクターに堆肥運搬、散布を委託し、省力、低コスト化を図っている。

４．ブロックローテーションを行い、作業効率を高めている。

５．低価格資材の一括購入を行っている。

６．農機具の適切な保守管理により、耐用年数の延長を図っている。

７．機械の共同利用。乾燥施設共同利用を行っている。
８. その他


	１．ブロックローテーションにより、水稲→小麦→大豆の田畑輪換を実施している。
２．春小麦初冬播き栽培の導入により、春期間の農作業の集中を緩和している。

３．品種の組み合わせや麦種の組み合わせで作業の分散、被害の分散を図っている。

４．地域の農業経営にあった新たな作目を開拓し、輪作体系、地域特産の助けとしている。

５．経営分析を緻密に行い、今後の経営計画に役立てている。

６．畑作物以外に野菜作、花卉栽培を取り入れ、収益の向上を図っている。

７．野菜等他作物の作付けを行い、直売所の運営で、収益の増大を図っている。

８．景観作物、緑肥作物（ひまわり、きからし）等を作付けし、地力向上を図っている。
９.その他


	１．実需との交流を図り、品質分析、品質評価などの情報交換を行い、良質麦作りの助けとしている。

２．町の農業経営者協議会の役員、町の農業を守る会の会長、麦作部会長等の役員を務めている。

３．指導農業士、農業アドバイザーとして地域の栽培指導の中心的役割を担っている。

４．畑作振興会のなかに女性連絡協議会を置き、小麦をはじめ畑作物のPRに努めている。

５．地域活動への積極的参加や学校給食やイベント（パン作り講習会等）への積極的参加を行っている。（地産地消の活動等）
６．インターンシップや研修生の受け入れを行っている。

７．個人所有の機械、施設を状況に応じて地域で有効活用している。

８．集団自ら共励会を実施し、切磋琢磨に努めている。
９. その他
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